追加条項
（入場禁止及び退場）

第〇条　次の各号のいずれかに該当する者に対しては、事業場内への入場を禁止し、又は退場を命ずることができる。

①　会社内の秩序及び風紀を乱し、又はそのおそれがあると思われる者

②　火気、凶器、毒物、薬物その他業務遂行に不要なものを携帯する者

③　酒気を帯び又は酒類を携帯する者

④　その他会社が入場禁止を必要と認めた者

（ほう・れん・そうの義務）

第〇条　会社内における、共有すべき職務に関連するすべての事項について、労働者は、ほう・れん・そう（日常的に行うべき報告、連絡、相談並びにあいさつ、合図、掛け声等をいう。）を心がけなければならない。
（各種届出義務）

第〇条　従業員は、次の事項に異動が生じることとなる又は生じた場合には、あらかじめ、又は異動が生じた日から1週間以内に会社に届け出なければならない。

①　氏名

②　現住所、通勤経路

③　扶養親族

④　学歴、資格・免許

２　届出に遅滞があったことによる不利益は、原則として、従業員が負うものとする。

３　届出に故意による遅滞又は虚偽の記載があり、不当に利得を得たときは、会社はこれを返還させ、懲戒処分を行うことができる。また、当該行為が刑法上の横領と認められるときは、懲戒処分を行うとともに、刑事上の手続をとることができる。

４　前項の規定は、当該行為を教唆した従業員にも適用する。
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